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付
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『
山
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付
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っ
て
い
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た
め
に
』

　
信
州
と
い
え
ど
、
連
日
三
十

度
を
越
す
気
温
と
な
っ
た
三
日

間
の
集
中
コ
ー
ス
夏
の
部
。
今

回
は
、
遠
く
は
大
阪
や
神
奈
川

か
ら
、
ま
た
長
野
県
内
か
ら
三

名
と
、
五
名
の
方
々
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
き
な
り
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
玉
切
り
に
始
ま
り
、

プ
ロ
ッ
ト
内
で
の
太
さ
と
高
さ

の
測
樹
や
切
り
株
の
年
輪
計
測
。

地
位
指
数
と
相
対
幹
距
比
で
、

健
康
診
断
・
施
業
計
画
。
樹
の
傾

き
と
枝
張
り
を
み
て
、
受
け
口
・

追
い
口
・
つ
る
の
伐
倒
。
枝
を

払
っ
て
玉
切
り
し
た
ら
、
ウ
ィ

ン
チ
で
寄
せ
て
集
め
て
簡
単
集

材
。
…
と
、
三
日
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
が
、
こ
の
一
連
の
流

れ
の
な
か
で
ポ
イ
ン
ト
を
掴
ん
で

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
森
林

塾
は
「
何
か
」
を
提
供
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
皆
様
に
は
「
何
か
」
を

持
ち
帰
っ
て
頂
け
た
で
し
ょ
う

か
。

　
間
伐
や
集
材
を
す
る
機
会
は
な

か
な
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
近
く
の
山
が
「
混
ん
で
い
る
」

と
感
じ
た
ら
、
調
査
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
ず
は
現
状
を
知
り
、

施
業
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
忘

れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
分
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、
こ

ん
な
山
は
ど
う
し

ま
し
ょ
う
…
な
ど

何
で
も
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
何
ら
か

の
形
で
お
付
き
合

い
を
さ
せ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一
年
で
一
番
暑

い
季
節
に
、
し
か
も
慣
れ
な
い
山

作
業
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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コ
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コ
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コ
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99999
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に

集
合
。
事
務
局

の
挨
拶
と
日

程
説
明
。
早
川

講
師
の
林
業

や
森
林
の
現

況
に
つ
い
て

や
森
林
整
備

の
必
要
性
の

講
義
。
塾
生
の

方
々
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

の
方
々
の
自

己
紹
介
。
班
分

け
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。

ま
た
、「
お
ー

い
、
山
へ
行
こ
う
よ
」
の
紹
介

を
さ
せ
て
頂
く
。

1010101010
時時時時時

　
現
場
へ
移
動
し
て
、
早
川
講
師

か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構

造
や
始
動
方
法
、
取
扱
時
の

注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
る
。

1010101010
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
各
班
に
分
か
れ
て
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
始
動
、
丸
太
伐
り
を

行
う
。
下
刃
（
腹
刃
）
で
伐
り

下
げ
、
上
刃
（
背
刃
）
で
伐
り

上
げ
、
そ
し
て
回
し
伐
り
。
橋

渡
し
材
の
伐
り
方
や
椪
に
積

ま
れ
た
丸
太
の
造
材
、
地
面

に
接
地
し
た
状
態
で
の
造
材

な
ど
様
々
な
状
態
で
の
玉
切

り
を
行
い
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川

講
師
の
講
義
。
そ
の
目
的
や

測
樹
の
方
法
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分

位置・中心・九十度・水平

まずはエンジンの始動

チェーンソーは水平に

梢と根元を測ります
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現
場
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
移
動
し

て
測
樹
開
始
。
10
ｍ
×
10
ｍ

の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
。
そ
の
中

の
全
て
の
木
の
太
さ
を
直
径

巻
尺
で
測
り
、
樹
高
は
選
抜

し
た
数
本
に
つ
い
て
ワ
イ
ゼ

測
高
器
で
測
定
。
林
齢
は
、
切

り
株
の
年
輪
を
数
え
て
。

1414141414
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
鳩
吹
公
園
の
東
屋
に
て
デ
ー

タ
整
理
。
現
状
の
地
位
指
数

と
相
対
幹
距
比
を
求
め
る
。

地
位
指
数
は
樹
種
と
林
齢
と

上
層
樹
高
か
ら
、
相
対
幹
距

比
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の

本
数
と
上
層
樹
高
か
ら
。
ど

ち
ら
も
上
層
樹
高
が
共
通
項

と
い
う
点
に
注
目
で
す
。
そ

し
て
、
計
算
式
が
気
に
な
り

ま
す
が
、
考
え
方
を
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
調
査
結
果
は
、
林

齢
35
年
、
上
層
樹
高
18
ｍ
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
本
数
１
２

０
０
本
と
な
り
、
地
位
指
数

は
20
、
相
対
幹
距
比
は
16
％

と
い
う
現
状
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1717171717
時時時時時

　
交
流
会
準
備
。
投
光
器
が
故

障
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ

の
間
、
山
小
屋
で
は
雷
雨
に

見
舞
わ
れ
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

の
簡
易
天
井
を
設
置
。

1818181818
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
ビ
ー
ル
。
焼
き
そ
ば
が
登

場
す
る
頃
に
は
、
人
生
相
談

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
し
な

が
ら
夜
は
更
け
て
い
く
の
で

し
た
。

55555
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、
早
川
講

師
か
ら
指
標
の
説
明
や
施
業

方
針
の
策
定
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
る
。
林
分
形
状
比
や

保
残
木
マ
ー
ク
法
の
解
説
も
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
休
憩
後
、
施
業
方
針
の
立
案
を

各
班
に
て
。
10
年
後
に
相
対

幹
距
比
17
％
と
す
る
と
…
。

60
年
生
時
に
相
対
幹
距
比
を

22
％
と
す
る
と
…
。

1010101010
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
各
班
の
方
針
を
発
表
。
講
師
講

評
。
そ
の
後
、
現
場
へ
行
っ
て

プ
ロ
ッ
ト
内
の
保
残
木
を

マ
ー
キ
ン
グ
す
る
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
小
屋
で
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
い
よ
い
よ
伐
倒
。
各
班
で
、
枝

張
り
・
樹
の
傾
き
か
ら
の
伐

倒
方
向
判
断
や
受
け
口
・
つ

る
・
追
い
口
と
い
っ
た
伐
倒

方
法
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
、
伐
倒
に
あ
た
っ
て

の
立
ち
位
置
な
ど
の
説
明
を

受
け
て
、
伐
倒
開
始
。
樹
の
傾

き
と
集
材
方
向
を
考
慮
し
た

伐
倒
が
続
く
。
造
材
は
、
ポ
ー

ル
マ
ン
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
マ

ン
に
分
か
れ
て
。
フ
ル
ス

ロ
ッ
ト
ル
の
枝
払
い
音
が
響

き
、
玉
切
ら
れ

た
材
が
そ
こ
か

し
こ
に
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
伐
倒
を
終

了
し
、
小
屋
へ

戻
っ
て
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
。
エ
ア

ク
リ
ー
ナ
ー
の

掃
除
の
時
は
、

チ
ョ
ー
ク
状
態

で
。
カ
バ
ー
を

は
ず
し
て
、

バ
ー
と
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
分

離
。
掃
除
を
し

て
組
み
立
て
た

傾きはじめた…かな…

木が動きはじめたら… 六十年生時の保残木

赤い帽子をかぶせて

ら
目
立
て
で
す
。
4
ミ
リ
の

丸
ヤ
ス
リ
で
30
度
。
ま
っ
す

ぐ
に
一
方
通
行
。

1717171717
時時時時時
55555
分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
終
了
、
解

散
。

66666
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、
さ
っ
そ
く

現
場
へ
。

99999
時時時時時

　
昨
日
に
続
い
て
伐
倒
。
筋
肉

痛
も
な
ん
の
そ
の
、
太
い
ア

カ
マ
ツ
の
伐
倒
に
も
挑
戦
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
作
っ

た
か
か
り
木
の
処
理
を
行
う

班
も
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
寄
せ
て
集
め
て
簡
単
ウ
ィ
ン

チ
「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」
登
場
。

赤
い
帽
子
に
玉
切
り
材
を
入

れ
て
集
め
ま
す
。
伐
倒
〜
造
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次
回
以
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定
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以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
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・・・・・
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・・・・・
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伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
伐
っ
て
出
し
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
で
、
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
、
集
め
、
運

ぶ
。
　

 
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
マ
イ
装
備
・
マ
イ
道

具
、
ご
持
参
下
さ
い
。

　
な
お
27
日
（
土
）
は
、
鳩
吹
公

園
で
「
ま
ほ
ら
伊
那 

地
球
元
気

村
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
一
番
下
の
未
舗
装

駐
車
場
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

　　　　　
99999
月月月月月
1616161616
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
学
見
学
見
学
見
学
見
学

　
丸
太
は
、
そ
の
後
、
ど
こ
へ
い

く
の
か
・
・
・
県
森
連
の
木
材
市

場
や
建
具
店
さ
ん
の
見
学
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

 

8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

     

99999
月月月月月
1717171717
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）     

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

　
特
別
講
師
の
保
科
先
生
に
よ

る
枝
打
ち
。
自
作
の
ぶ
り
縄
で
木

登
り
し
、
枝
を
打
つ
。

 

8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

材
〜
木
寄
せ
を
一
連
で
や
っ

て
み
る
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
現
場
に
て
昼
食
。
昼
休
み
に

イ
ン
ト
ラ
大
野
さ
ん
が
、
ぶ

り
縄
木
登
り
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
。

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
〜
造
材
〜
木
寄
せ
を
再

開
。
役
割
分
担
作
業
で
間
伐

が
進
み
、
丸
太
が
集
め
ら
れ

て
ゆ
く
。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。
竹

林
の
整
備
や
植
栽
後
の
第
一

回
目
の
間
伐
時
期
に
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
応
答
。
三
日
間

の
感
想
を
お
聞
き
し
て
、

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
唐
沢
さ
ん
、
熊
木
さ

ん
、
小
林
さ
ん
、
竹
松
さ
ん
、

矢
島
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
小
泉
、
坂
野

　
集
中
コ
ー
ス
は
三
日
間
で
目

一
杯
の
知
識
と
体
験
が
詰
め
込

ん
で
あ
る
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ

キ
ス
で
す
。
急
ぎ
足
だ
っ
た
の
で

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
林
木
調
査

（
測
樹
）
の
復
習
で
す
。

★ 

胸
高
直
径
測
定
の
手
順

①
傾
斜
地
の
場
合
は
、
傾
斜
の

下
に
あ
る
樹
木
か
ら
測
り
、

順
に
ジ
グ
ザ
グ
に
上
に
進
む
。

②
測
定
者
は
樹
種
名
と
2
ｃ
ｍ

括
約
で
表
さ
れ
る
目
盛
り
を

読
ん
で
記
帳
者
に
知
ら
せ
、

記
帳
者
は
こ
れ
を
復
唱
す
る
。

③
復
唱
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、

測
定
者
は
測
定
済
み
の
マ
ー

ク
を
木
の
上
側
（
傾
斜
に
対

し
て
）
に
付
け
る
。

④
野
帳
の
記
入
に
は
、
樹
種
別

に
直
径
階
（
2
ｃ
ｍ
括
約
に

よ
っ
て
表
さ
れ
る
直
径
区
分
）

ご
と
に
、「
正
」、「
五
」、
な
ど

の
記
号
で
記
入
す
る
。

⑤
測
定
者
、
記
帳
者
と
も
に
測

定
漏
れ
が
な
い
か
注
意
を
図

り
な
が
ら
測
定
す
る
。

★ 

胸
高
直
径
測
定
時
の
注
意

①
常
に
地
上
1.2
ｍ
の
と
こ
ろ
で
。

傾
斜
地
の
場
合
は
、
傾
斜
の

上
側
で
測
る
。

②
偏
芯
が
著
し
い
楕
円
形
の
断

面
の
樹
木
は
、
最
小
径
と
最

大
径
の
平
均
を
直
径
と
す
る
。

③
測
定
個
所
に
枝
、
節
、
こ
ぶ
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
上
下
等

間
隔
で
測
り
、
平
均
の
値
を

直
径
と
す
る
。

④
1.2
ｍ
よ
り
下
で
二
股
に
な
っ

て
い
る
木
は
、
二
本
と
み
な

す
。

⑤
直
径
巻
尺
を
使
う
場
合
は
水

平
に
ま
わ
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
思
い
出
し

て
く
れ
ま
し
た
か
？

　
さ
て
、
今
度
は
樹
高
の
測
定
、

こ
れ
は
一
発
で
測
る
測
定
器
具

は
超
長
い
釣
り
ざ
お
の
よ
う
な

も
の
を
立
て
か
け
る
か
、
ま
た
は

木
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
っ
て
巻

尺
を
ぶ
ら
下
げ
る
か
し
か
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
使
っ
て

も
ら
っ
た
ワ
イ

ゼ
測
高
器
に
し

て
も
、
他
の
超
音

波
を
使
う
も
の
、

光
学
的
に
測
る

も
の
な
ど
、
い
ず

れ
も
距
離
と
角

度
で
樹
木
と
測

定
者
の
作
る
三

角
形
と
相
似
な

三
角
形
を
ど
こ

か
に
つ
く
り
、
そ

こ
で
樹
高
を
推

定
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
直
角

二
等
辺
三
角
形
と
巻
尺
が
あ
れ

ば
他
の
測
高
器
と
同
じ
よ
う
に

樹
高
を
測
る
事
も
で
き
ま
す
。

★ 

測
高
器
を
使
っ
た
樹
高
測
定

　 

の
注
意

①
樹
高
は
最
終
的
に
は
1
ｍ
単

位
で
表
し
て
十
分
で
あ
る
が
、

ワ
イ
ゼ
な
ど
で
は
0.5
ｍ
単
位

で
測
れ
る
の
で
、
樹
高
曲
線

を
作
る
と
き
に
は
そ
の
数
値

を
使
う
。

②
測
点
か
ら
立
木
ま
で
の
距
離

は
、
お
お
む
ね
樹
高
と
同
じ

く
ら
い
に
す
る
と
誤
差
が
少

な
い
。

③
水
平
距
離
は
で
き
る
だ
け
正

確
に
測
る
事
。

　
相
対
幹
距
比
（
Sr
）
を
算

出
す
る
と
き
の
樹
高
の
過

大
（
過
小
）
評
価
は
、
Sr
の

値
へ
与
え
る
影
響
が
大
き

い
の
で
、
樹
高
は
で
き
る

だ
け
正
確
に
出
し
た
い
も

の
で
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、

何
本
か
を
切
っ
て
み
て
、

そ
れ
を
測
る
こ
と
が
ベ

タ
ー
か
な
と
思
い
ま
す
。

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

　
　
測
樹
の
復
習

　
　
測
樹
の
復
習

　
　
測
樹
の
復
習

　
　
測
樹
の
復
習

　
　
測
樹
の
復
習
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草
陰
で
は
、
も
う
コ
オ
ロ
ギ
や

ら
の
虫
達
が
、
賑
や
か
に
、
音
楽

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
去
年
は
こ

ん
な
に
早
く
鳴
い
て
た
っ
け
？

　
葛
の
花
が
咲
き
香
る
な
か
、
コ

ス
モ
ス
が
咲
い
て
い
た
り
、
何
だ

か
、
季
節
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ

て
い
て
、
空
恐
ろ
し
い
気
持
が
す

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

一
年
を
十
三
ヵ
月
に
す
れ
ば
、
帳

尻
が
あ
う
の
か
？
ま
さ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
と
あ
る
小
学
生
が
、
今
年
の
夏

気
付
い
た
こ
と
と
し
て
、
屋
外
の

プ
ー
ル
で
準
備
体
操
と
か
を
す

る
と
き
に
、「
い
つ
も
の
年
な
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
暑
い
の
で
、
足

を
交
互
に
浮
か
せ
な
が
ら
や
っ

て
い
た
の
に
、
今
年
は
足
を
く
っ

つ
け
た
ま
ま
準
備
体
操
を
最
後

ま
で
で
き
ち
ゃ
う
」
と
い
う
話
を

何
か
で
み
か
け
た
。
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
暑
い
夏
、
と
思
っ
て
い
た

私
は
、
感
受
性
の
違
い
に
驚
い

た
。
今
年
の
夏
は
、
ち
ょ
っ
と
は

か
な
い
夏
な
ん
だ
ろ
う
か
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
八
月
七
日
で
立
秋
を
迎
え
、
暦

の
上
で
は
秋
に
む
か
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
夏
。
暑
さ
き
び

し
く
、
早
く
お
盆
が
す
ぎ
な
い
か

と
、
毎
日
ヘ
ロ
ヘ
ロ
し
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
す
。
暑
い
か
ら
と

言
っ
て
、
冷
た
い
物
ば
か
り
摂
っ

て
る
と
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。

　
外
で
は
盛
ん
に
蝉
達
が
、
短
い

命
を
限
り
に
鳴
い
て
い
ま
す
。

み
ん
み
ん
蝉
に
混
じ
っ
て
ヒ
グ

ラ
シ
も
鳴
き
始
め
た
よ
う
で
す
。

気
分
的
に
少
し
、
涼
し
い
か
も
な

ん
て
思
い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
稲
達
も
白
い
小
さ

な
花
を
咲
か
せ
、
風
に
そ
よ
い
で

い
て
、
今
年
は
去
年
の
よ
う
な
出

穂
し
て
か
ら
長
雨
に
た
た
ら
れ

る
事
の
な
い
よ
う
、
米
好
き
の
私

は
密
か
に
祈
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
茅
野
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
矢
島
で
す
。

入
笠
山
登
山
口
駅
青
柳
よ
り
三

日
間
通
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
に

は
、
入
笠
山
北
部
の
大
沢
山
一

帯
に
財
産
区
の
区
有
林
を
持
っ

て
い
ま
し
て
、
一
年
に
一
度
賦

役
作
業
に
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
植
林
、
除
伐
、
下
草
刈
り

な
ど
の
作
業
で
す
が
、「
出
不
足

金
が
高
い
の
で
出
て
お
く
か
、

気
が
進
ま
ね
え
な
〜
」
と
、
こ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
私
が
、

森
林
塾
に
参
加
す
る
と
は
、
不

思
議
な
思
い
で
す
。
昨
年
の
こ

と
で
す
が
、
二
つ
の
出
来
事
が

参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
つ
は
、
あ
る
日
の
友
人
か
ら

の
「
薪
ス
ト
ー
ブ
入
れ
た
の
で
見

に
来
い
よ
」
の
電
話
で
し
た
。
改

築
し
た
部
屋
の
中
央
に
、
ヨ
ツ
ー

ル
の
黒
い
ス
ト
ー
ブ
。
そ
の
中
で

赤
や
青
の
炎
が
踊
っ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
感
動
で
す
。

暖
か
い
そ
の
前
で
酒
を
飲
ん
で

い
る
と
、
時
間
が
み
ょ
う
に
ゆ
っ

く
り
過
ぎ
て
行
く
気
が
し
ま
す
。

時
折
、
パ
チ
パ
チ
と
薪
の
は
じ
け

る
音
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、

「
よ
し
、
俺
も
薪
ス
ト
ー
ブ
を
入

れ
る
ぞ
」。
そ
れ
か
ら
は
頭
の
中

は
薪
ス
ト
ー
ブ
一
色
で
す
。
八
ヶ

岳
山
麓
に
近
い
の
で
、
ス
ト
ー
ブ

店
は
在
る
し
、
近
所
に
は
別
荘
に

何
台
も
薪
ス
ト
ー
ブ
を
入
れ
た

大
工
さ
ん
も
居
る
。
そ
ん
な
こ
と

で
ダ
ッ
チ
ウ
エ
ス
ト
の
エ
ン
ラ

イ
ト
と
決
定
し
た
の
で
す
が
、
煙

突
や
取
り
付
け
な
ど
を
見
積
も

る
と
、
け
っ
こ
う
お
金
が
掛
か
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
娘
は
短
大

進
学
。
す
ぐ
に
と
い
う
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
青
柳
駅

近
く
で
煙
の
上
が
る
の
が
見
え

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

机
さ
ん
の
お
宅
で
す
。

伺
っ
て
み
る
と
、
こ
ち

ら
も
ヨ
ツ
ー
ル
の
薪
ス

ト
ー
ブ
で
、
玄
関
正
面

で
赤
や
青
の
炎
を
出
し

て
燃
え
て
い
ま
す
。
裏

に
あ
る
薪
小
屋
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、「
び
っ
く

り
」。
ア
カ
シ
ア
、
ナ
ラ
、

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
な
ど
山
の
よ

う
に
積
ん
で
あ
る
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
ヨ
キ
、
油
圧
の
薪
割
り
機

ま
で
そ
ろ
っ
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。「
ヤ
ジ
（
わ
た
し
の

あ
だ
名
）。
一
年
は
乾
燥
さ
せ
な

い
と
薪
と
し
て
使
え
ん
ぞ
、
こ
れ

だ
け
あ
っ
て
も
一
年
で
使
っ
ち

ま
う
ぞ
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
た
だ
き
、
よ
し
ス
ト
ー
ブ
は
来

年
。
今
年
は
薪
作
り
に
精
を
出
す

ぞ
。
た
ま
た
ま
近
所
で
河
川
改
修

が
あ
り
、
ア
カ
シ
ア
を
い
た
だ

き
、
近
所
の
り
ん
ご
園
か
ら
り
ん

ご
の
木
を
い
た
だ
き
、
親
戚
か
ら

ヨ
キ
を
い
た
だ
き
、
二
月
・
三
月

の
休
日
は
毎
日
薪
割
り
で
す
。
道

具
は
、
の
こ
ぎ
り
と
ヨ
キ
し
か
な

い
の
で
時
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、

案
外
こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
。
一
日

中
で
も
割
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
一

年
半
分
位
の
薪
が
で
き
た
の
で

す
が
、
そ
の
先
は
ど
う
調
達
し
た

ら
良
い
の
か
と
考
え
た
時
、
そ
う

だ
家
に
は
唐
松
林
が
在
る
で
は

な
い
か
。
私
が
小
学
校
二
年
の
頃

植
林
し
、
中
学
の
頃
間
伐
の
手
伝

い
に
行
っ
た
記
憶
の
あ
る
林
が
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
早
速
出

発
。
今
で
は
、
だ
れ
も
通
ら
な
い

荒
れ
た
道
を
枯
れ
草
を
押
し
倒

し
、
な
ん
と
か
到
着
。
境
に
植
え

て
あ
っ
た
桑
の
木
は
枯
れ
、
隣
と

の
境
も
分
か
り
に
く
く
、
一
つ
の

林
分
な
ど
、
こ
こ
ら
が
家
の
林
だ

ろ
う
と
思
う
だ
け
で
、
は
っ
き
り

分
か
ら
な
い
状
態
。
他
を
見
回
し

て
も
、
間
伐
も
せ
ず
、
そ
う
め
ん

の
よ
う
な
細
長
い
唐
松
が
一
面

に
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

島
﨑
先
生
の
お
書
き
に
な
っ
た

「
山
造
り
承
り
ま
す
」
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
い
事

は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
せ
め
て
家

の
山
林
く
ら
い
は
き
れ
い
に
し

よ
う
。
ど
ん
ぐ
り
で
も
ま
い
て
、

将
来
は
薪
が
切
り
出
せ
る
林
に

し
よ
う
。
こ
ん
な
思
い
で
森
林
塾

に
申
し
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方

も
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
近

い
う
ち
に
購
入
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
四
十
半
ば
で
、
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
て
い
た
の
で
は
体

力
が
続
き
ま
せ
ん
か
ら
。

　
も
う
一
つ
の
動
機
は
、
昨
年
行

わ
れ
た
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
で

す
。
七
年
に
一
度
の
大
祭
で
、

八
ヶ
岳
山
麓
よ
り
切
り
出
さ
れ

た
直
径
一
ｍ
三
十
cm
、
長
さ
二
十

四
ｍ
の
モ
ミ
の
木
を
、
諏
訪
湖
東

岸
に
在
る
諏
訪
大
社
本
宮
と
前

宮
に
、
合
計
八
本
の
柱
を
建
て
る

祭
で
す
。
半
年
前
か
ら
各
地
区
で

は
役
員
選
出
。
大
き
い
柱
が
引
け

る
よ
う
正
月
か
ら
は
お
宮
参
り
。

雪
の
中
、
引
き
綱
の
材
料
、
藤
の

根
取
り
な
ど
多
く
の
準
備
が
あ

り
ま
す
が
、
大
勢
の
人
が
出
ま

す
。
私
も
血
が
騒
ぐ
の
で
す
が
、

悲
し
い
か
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

は
、
土
建
業
者
の
よ
う
な
知
識
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
木
の

扱
い
方
な
ど
、
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
次
回
の
御
柱
祭
で
は
、
少

し
は
物
が
言
え
る
立
場
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
・
・
・
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

薪ストーブと御柱祭薪ストーブと御柱祭薪ストーブと御柱祭薪ストーブと御柱祭薪ストーブと御柱祭
                匿名希望

う
な
地
味
な
山
林
作
業
に
集
ま

る
人
達
と
の
出
会
い
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
又
三
日
間
の
講

義
や
作
業
、
楽
し
も
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
追
伸
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
入
っ

た
ら
報
告
し
ま
す
。）
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